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カボスの反射資材敷設による果皮緑色向上 

近年、カボスの青果量は減少傾向にあり、長期貯蔵向けの高品質カボスの不足が問題とな
っています。果皮緑色を濃くするには果実に日光を十分に当てる必要がありますが、生産者
の高齢化や大規模化等により細やかな管理作業が徹底されておらず、これが果皮緑色不足に
つながっています。そこで大分県農林水産研究指導センターでは、省力的に果皮緑色を向上
させる技術として反射資材敷設が有効であることを明らかにしたので紹介します。 

 

☆技術の概要 

１． ７月上旬頃から収穫期までカボス樹冠下に反射資材を敷設することにより、裾部果実の
果皮緑色向上効果が認められました（図１、２）。 

２． 反射資材敷設区の果実は、対照（無処理）区に比べ貯蔵中の緑色保持も優れていました。 
３． 白王シートとタイベックシートの効果は同等で、シルバーマルチはやや劣りました。 
４． 反射資材敷設による果実品質への影響はなく（表１）、日焼け果も発生しませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

☆活用面での留意点 

１． 敷設した反射資材に裾枝が覆い被さらない様、受光体制に注意してください。 
２． 詳細については大分県農林水産研究指導センター農業研究部果樹グループカボス・中晩

柑チーム（TEL:0972-82-2837）にお問い合わせください。 

（農研機構果樹茶業研究部門 研究推進部 水本 文洋） 


